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令和６年１月 

 

埼玉県公園緑地協会理事長 様 

 

 

川口自警団 

 

クルド人関連団体に公共の公園を貸し出すことに関する抗議文 

 

 

クルド人関連団体に公共の公園を貸し出すべきではない理由を示す。 

以下に示すとおり、在日クルド人関連団体「日本クルド文化協会」は、クルド労働者党

（PKK：極左国際武装テロ組織。米国・英国・EU がテロ組織に指定）と密接な関係がある。

PKK は、トルコを主戦場に、武力テロによりクルド民族の解放を主張し、多くの死傷者を

出してきた。トルコ政府は日本クルド文化協会と代表者らについて「テロ組織支援者」に認

定し、トルコ国内の資産の凍結を決定した。日本クルド文化協会らは「Newroz（「ネウロズ」

又は「ネブロス」とも）」というクルド人特有の祭りを川口駅前広場、蕨市の公園、さいた

ま市の公園等を利用して行ってきたが、それは自らの政治的主張と民族の結束強化の場で

あり、例年「ネウロズ」を実施しては、PKK の指導者であるアブドラ・オジャラン（収監

中）の解放を主張し、PKK の旗を掲げ、戦いを鼓舞する歌を歌い、踊り、日本政府や日本

人に支援を訴え、募金を呼びかけるなどしてきた。  

 川口市周辺に滞在するクルド人は、難民申請を繰り返しては不法滞在を続けている者が

多く、彼等は日本の法令・文化を尊重せず、独自の価値観に基づき生活し、川口市周辺の治

安を悪化させていることは周知のこととなっている。またその中に、PKK の活動家が混じ

っていることも指摘されており、事実、トルコ当局より日本クルド文化協会と代表者らがテ

ロ組織支援者として指定されたのは、その証左である。 

 このような団体に公共の施設を利用させるのは極めて不適切と言わざるを得ず、今年も

公共の公園にてアブドラ・オジャランの解放を主張し、PKK の旗を掲げ、戦いを鼓舞する

歌を歌い、踊るなどを許可することは、日本が国際テロ組織を許容し支援していると見做さ

れる行為である。 

なお、次ページ以降に示すのは「ネウロズ」におけるクルド人関連団体の活動のほんの一

例であり、インターネット上の情報を１時間程度収集したものに過ぎない。 
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【インターネット上の動画・画像のキャプチャ】 
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ネウロズを祝う日本クルド文化協会のポスト 
（2022 年） 

“Free Öcalan”(オジャランを解放しろ)のメッ
セージ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クルド労働者党（PKK：極左国際武装テロ組織） 

の旗 

アブドラ・オジャラン（PKK 設立者・最高指導者：

トルコで服役中。死刑判決を受けたが、トルコの

死刑廃止に伴い終身刑に減刑） 
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蕨市民公園のネウロズ（2015 年） 

年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

蕨市民公園のネウロズ（2016 年） 

アブドラ・オジャランの肖像が入った旗 

PKK の旗 

「DONATION 募金箱」 

募金活動を行っている。 

PKK の活動資金になっている可能性

が 

PKK の旗、オジャランの旗
を掲げ、軍服を着て行進 
 
ここでは “NEWROZ”を「ネ
ブロス」と訳している。 
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